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「 植 栽 整 備 工事 終了 」 に と も な い 8 
月 、 フ ェ ン ス の と り は ず さ れ た 代々 
木 公 園 で あっ た が 、「 ロ ッ ク ン ロー 
ラー と の 集団 乱闘 、 混 乱 」 な ど を 理 
由 に 、 警 視 庁 の 要請 を うけ た 東京 都 
は 公園 を 再び 封鎖 し た 。 そ の 一 方 で 
は イラ ン 人 を は じ め と する 「 不 法 滞 
留 外 国人 」 へ の 摘発 、 強 制 送 居 攻撃 
は いっ そう 強化 され 、 こ れ に 抗議 す 
る 者 に 対し て は 、 機 動 隊 まで 投入 し 
て の 弾圧 が は か られ て いる 。 」 
これ ら 排 外 主義 攻撃 を 断じて 許し 
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クー クア Se | し 
て は な ら な い 。 TABOR Ny, Fl や 
= Re A 2 OOS Re Z ee eee CC 
打ち 砕き 、 国 境 を 越え た 連帯 を 勝ち e a. 


ころ う ! 12・26 代 々 木 公園 礁 恒 ! 
排外 主義 粉砕 大 行動 に 結集 を ! 









と り も ど せ 代 ん 々 木 公園 
外国 人 排 圧 反対 大 行動 ヘ / 
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代々 木 公園 閉鎖 、 外 国人 締め 出し 
排外 攻撃 に 対す る 取り 組み 、 闘 い は 
前 回 お 伝え し た が 、7 ・11 闘 争 以後 
を めぐ る 状況 を 前 号 に 引き 続い て 報 
告 す る 。 

さる 7 月 11 日 、「 原 宿 ・ 渋 谷 生 
命 と 権利 を か ちと る 会 (通称 い の け 
A) 」 な どか ら な る バト リ 実 行 要 に 
よっ て 呼び か けら れ た 外国 人 排 奈 反 
対 デ モ は イラン 人 ら 外 国人 と の 大 
合流 を 勝ち と り 排 外 主 義 攻 撃 粉砕 の 
決意 が あら た め て 確認 され た が 、 
の 闘い に メン ツ を 潰さ れ た 警視 庁 は 
以降 、 ま さ に 8 月 反動 と し て 「 違 法 
滞在 外国 人 」 摘 発 ・ 送 還 攻 撃 、 支 援 
運動 弾圧 を 強化 し て きた 。 ÉRI 
事 終 了 」 に 伴い 、 7 月 30 日 付け で フ 


ェ ン ス の 取り 払わ れ た 代々 木 公園 は 、 


「 ロ ッ ク ン ロー ラー と の 集団 乱闘 、 
現場 一 帯 の 混乱 」 な ど を 理由 に 、 警 
視 庁 の 要請 を 受け た 東京 都 に よっ て 
再 封鎖 され た 。 


ロー ラー と 乱闘 


そこ へ 機動 隊 





8 月 1 EB GEAR. ao vA 
取り 囲ん で 連行 し よう と し て いた 私 
BREED, Thiri? AVY} 
ん メン バー ら に よる 逮捕 阻止 行動 に 
他 の イラ ン 人 も 加わ っ て 実力 奪還 が 
な され た 。 こ の 後 、 原 宿 神宮 橋 付近 
COEABER ROT E—IVEBT 
な っ て いた い の け ん と 、 外 国人 労働 
者 に 対し 、 歩 行者 天国 付近 で 踊っ て 
いた ロッ クン ロー ラー (ロー ラー) 
ら 約 20 人 が 「 イ ラン 人 は イラ ン に 帰 
れ ! 」 な ど と 殴り か か る な ど し て 乱 
闘 と な っ た 。 警察 は 機動 隊 を も っ て 
これ に 介入 し 、 暴 行 を 加え て きた ロ 
ー ラ ゴゴ 吊 で は な く 、 い の けん メン パパ 
ー 1 名 と 、 こ れ に 抗議 する 同 メン バ 


(2e 1993.012215 


不当 束 捕 ・ ガ サ 弾 圧 





ー 1] 名 、 計 2 名 を 「 公 務 執 行 妨害 罪 」 
で デ ッ チ 上 け 逮 捕 し だ た だめ の だ 。 (結局 
2 人 は 10 日 間 の 不当 勾留 ) 


連続 不当 ガサ 





EE 


この 逮捕 を も っ て 警視 庁 は 、 い の 
けん が 他 団 体 と 共用 し て いる 共同 ス 
ペー ス や い の け ん メン バー 宅 、 さ ら 


に は その 友人 宅 な ど 合 計 4 カ所 に 不 
当 な 家宅 捜索 (ガサ ) を 連続 的 に お 
こ な っ た 。 そ の 際 、 共 同 ス ペー ス に 
いあ わせ た イラ ン 人 男性 を 私 服 警 官 
十 数 人 が 取り 囲み 「 旅 券 不 携帯 」 を 
理由 に 拘束 し て いる 。 ( 彼 は 翌 
東京 入管 に 移送 、 強 制 送還 に 。) 大 
量 の 警官 動員 や 夜間 捜索 許可 状 な ど 
elm TWA CER EDS, COW 
サ 攻 撃 は ガサ の みな ら ず 「 外 国人 摘 
発 」 を も 目的 と し て いた こと は 明 ら 
か で ある 。 

翌週 日 曜 の 8 日 に は 原宿 で 緊急 抗 





Am 


ZRT IA, SUCRE NSE 
「 違 法 滞在 者 へ の 摘発 ・ 収容 ・ 





本 攻撃 を 加え て きた 。 
議 集会 が 持た れ た も の の 、 圧 倒 的 逮 


(8 A) 


捕 体制 で 臨む 警視 庁 に よっ て イラ ン 
人 ら 外 国人 32 人 が 「 変 造 テ レ ホ ンカ 


RIP 5 vt 





12° 26 行 動 の 詳細 等 、 お 問い 合わ せ 


は ARP で 受け つけ て いま す 。 
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ー ド 販売 」 や 「 入 管 法 違 反 」 な ど で 
E NESNE. 警視庁 の 要請 を 
受け た 東京 都 は ロー ラー と の 「 集 団 
乱闘 」「 現 場 の 混乱 」 を 口実 に 10 日 
( 火 ) 、 公 園 を 再 封 鎖 し た 。「 集 団 
乱闘 」 を 誘い 、「 混 乱 」 を つく り だ 
し た の は 一 体 誰 な の か 。 こ の 「 事 件 」 
で いち ば ん 得 を し た の が 警視 庁 で あ 
る 事実 を 見 る と 、 そ れ は 自ずと 明 ら 
か と ね 放つ 。 


変造 テレ ルカ キャ ン ペ ー ン で 





BST. AB Itoh AG. tH 
攻撃 を 正当 化 せ ん が た め 、 マ スコ ミ 
を 通じ 「 不 良 外 人 変造 テレ カ 売 買 」 
な ご ど 、 排 外 主義 キャ ン ペ ー ン を 煽っ 
て いる 。 い まや 「 イ ラン 人 = 変造 テ 
レ カ テ 不良 外人 」 の 構図 が で き あ が 
っ て る 。 一 部 の イラ ン 人 ら 外 国人 が 
変造 テレ カ を 販売 し て いる の は 事実 
で は あろ う 。 だ か 彼ら は わざ わざ イ 
ラン か ら 日 本 に テレ カ 変 造 に や っ て 
きた の だ ろう か 。 不況 下 で 何 の 補償 
も な く 職 を 和 失っ た 彼ら が し か た な く 
追い 詰め られ て 、 ヤ ク ザ に 利用 され 
テレ カ を 売ら され て いる の で ある 。 
変造 テレ カ を 「 生 きる た め 」 に や む 
な く 売 っ て いる 彼ら だ けが 取り 締 ま 
られ 、 な ぜ N TT 株 上 場 問 題 で 大 も 
うけ し た NTT 関 係 者 、 政 治 家 が 取 


り 締 ま ら れず に 放置 され て いる の か 。 

我々 は 何より も まず 、 警 察 が 変造 
テレ カ を 口実 と し て 「 違 法 滞在 者 」 
摘発 を お こない 、 キ ャ ン ペ ー ン に 利 
用 し て いる こと を 見 な けれ ば な ら な 
ず 、「 外 国人 問題 」 を 「 変 造 テ レ カ 
問題 の 是非 」 の 議論 に 解消 させ る こ 
と は 「 違 法 グ 合法 」 の 「 分 断 」 と し 
て 「 英 の 論理 」 に か ら め と られ る 人 危 
険 性 が ある こと を 認識 し て お か ね ば 
な る まい 。 


xDD HRS 


a 泌 厳 摘発 攻撃 





つづ く 9 月 26 日 に は 入管 、 警 視 庁 
公安 部 は 完全 武装 し た 機動 隊 、 カ マ 
ボコ 配置 で 原宿 に 登場 し 、「 不 法 残 
留 外国 人 取り 締まり 」 の 和 狩り 込み 攻 
撃 を 膝 力 的 に お こ な っ た 。 イ ラン 人 
ら 20 人 が 逮捕 され 、67 人 が 入管 法 培 
反 等 で 東京 入管 に 収容 され た 。 現場 
で これ に 抗議 し 、「 示 捕 被疑 事実 、 
摘発 根拠 を 明らか に せよ ! 」 と 要求 
する 市 民 、 外 国人 、 い の けん メン バ 
ー ら に 対し て は 、 機 動 隊 が 武装 配置 
され 、 抗 議 圧 殺 が は か られ た 。 これ 


ら 一 連 の 不当 弾圧 、 排 外 主義 攻撃 に 


対し て は 、 断 固 と し て 怒り の 声 を あ 
げ 、 闘 っ て いか ね ば な ら な い 。 

「『 イ ラン 人 は イラ ン に 帰れ 』『 不 
良 外 人 を 捕まえ そろ 』… こ れ ら の 言葉 
は は ん の 半 世 紀 前 、 中 国 や 朝鮮 な ど 
アジ ア の 人 々 に 対し て 吐 か れ た それ 
と 同じ で は な いか 。 そ うし て 警察 が 
人 ん 々 を 次 々 と 監獄 に 放り 込ん で いく 。 
閉ざさ れ た 社会 は そこ に 生き る すべ 
て の 者 た ち を 窒息 させ る の で す 。」 

の けん 8 ユイ ピラ より 





12.26 実力 御用 納め | 


CETAN / 


7 ・11 に つづ き 12 月 26 日 CA) 、 
原宿 に お いて 「 外 国人 排 慰 反 対 大 行 
動 」 が 予定 され て いる 。 東 京都 、 警 
視 庁 な ど 権 力 官庁 に 対し て は 、 実力 
を も っ て 「 御 用 納め 」 を 永遠 的 に 強 
制 し 、 権 力 機構 を 葬り 去 ろ う 。 圧倒 
的 結果 を も っ て 、 排 外 主 義 を 打ち 砕 
き 、 さ ら な る 連帯 を 構築 し よう 。 K 





gH, 


いて 


る キュー バ 反 権 力 活動 家 に 弾圧 


キュ ー バ の 反 権 力 、 エ コロ ジー 
埋 動 グル テ プ 、 セ シン デ 表 ょ ベル デ 
( 三 緑 の 道 ) メン バー 2 人 は 、 ア 
メリ カ 訪 問 後 「 ア ナ キ スト グル ー 
プ と の 関係 」 を 理由 に キュ ー バ 政 
府 か ら 人 入国 を 拒否 され て いる 。 
これ に 対し アメ リカ の アナ キス 
ト や リリ が タリ アグ ルー プ は 抗議 行 
動 を 各地 で 展開 し て いる が 、 キ ュ 
ー バ 政府 は 今 も っ て 2 人 が キュ ー 
バ に 戻る こと を 認め て いな い 。 


$e フ ァ シ スト の 司 喝 攻撃 許す な | 


2 月 下旬 、 ス ペイ ン 南 東部 の カ 
ステ ィ リ ョ ン で 活動 する リバ タリ 
アン ら 運 営 に よる 印刷 所 に 対し フ 
ァ シ スト か ら 和 脅迫 状 が 送り つけ ら 
れ た 。 メ モ に は カギ 十字 の マー ク 


が 書か れ 、 


「 お 前 た ちの 身 に な に 


が 起こ っ て も 知ら な い ぞ 」 な ど と 
記さ れ て いた 。 同 印刷 所 を 運営 す 
る メン バー ら は 「 フ ァ シ スト の 攻 
撃 に は 断固 と し て 闘う 」 と する メ 


次 セー ジ を 発表 。 


C18 に よる 連続 放火 攻撃 弾 効 ! 


6 月 4 日 、 イ ギリ ス ・ ロ ンド ン 
の アナ キス ト 紙 フリ ー ダ ム の 印刷 、 
編集 事務 所 が ファ シス ト に よる 放 
火 攻 撃 を うけ た 。 幸い ボ ヤ 程 度 で 
すみ 、 多 く の 仲 間 か ら 人 復旧 カン パ 
が 寄せ られ た 。 犯行 声明 は 出さ れ 
て いな い が 、 今年 に 入っ て 反 フ ァ 
ンズ ム を 掲げ る 社会 団体 、 組織 の 
事務 所 や 施設 に 対し て 同様 の 手口 
で C ワ アァ シン スト 條 問 グ ルー プー コン 
バッ ト 18 (C18) 」 が 連続 放火 を 
お こ な っ て いる こと か ら 、 今回 の 
犯行 も 同 グ ルー プ に よる も の と 思 


われ る 。 


ze Acta FY) FAR YO 
アナ キス ト 共 同 活動 スペ ー ス と な 
っ て いる 121 シ ョ ッ プ に も 同様 の 
攻撃 が 加え られ た 。 地元 アナ キス 
ト ら は 戦闘 警戒 体制 を と り 、 防 衛 


に あたっ で て ゆる 。 
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アメ リカ 政府 記 よ る イン ディ アン 
に 対す る 侵略 行為 は 、 現 在 も 連綿 と 
じ し る 生れ で ぐい る 。( 必 ロディ ア 
の 終わ り と と も に 、 先 住民 族 に 対す 
AMELEOBE EO GW ELF 
遂行 され て いる の だ 。 

生き て いく た め の 恵 み を 何 も も た 
らし は し な い 荒 野 の 居留 地 に 閉じ 込 
め ら れ た 彼ら は 、 資 本 主義 の も と 労 
働 力 と し て 都市 へ の 流入 を 余儀 な く 
され た 。 そ れ は 文字 通り 民族 の 解体 
を 推進 する 以外 の 何 物 で も な か っ た 。 
さら に 、 わ ず か は ば か り の 居留 地 に 鉱 
物資 源 が 発見 され る と 、 そ の 居留 地 
か ら さ えも 追い 出さ れる 策動 が 続け 
られ て いる 。 国家 と 資本 主義 は 、 大 
地 と と も に 生き る 民族 を 消滅 さ せよ 
うと し いる の 天 』 

これ に 対す る イン ディ アン の 戦い 
は 現在 に 至る まで 力強く 続け られ て 
いる 。 民族 の 文化 、 言 語 、 習 慣 を 守 
り 育 て て 次 の 世代 に 伝え て いく こと 
は 、 闘 い の 基礎 を 形作る 。 そ し て 、 
戦 華 た ち は 武器 を と り 闘 う の で ある 。 
も ゃ ちろ ん 、 性 別 、 年 齢 は 関係 な く 不 
当 な 国家 の 抑圧 に は 立ち 向かっ て い 
く 。 そ うし た 闘い を 先頭 で 担う も の 
ELT アメ リィ 0 タデ ィ ア テッ 
・ ム ー プ メン ト (AIM) が ある 。 
本 紙 2 号 の コロ ンプ ブス ・ デ ー に 対す 
る 闘い に も A I M の 闘い が で て いる 。 
アメ リカ の ラジ カル な 闘い の 中 心 に 
A IM の 闘い は 位置 し て いる の だ 。 

レオ ナー ド ・ ペ ル テ ィ ア は 、 そ の 
A IM の 活動 家 で ある 。 そ し て 、 彼 
は 、 そ の 活動 ゆ そ に デ ッ チ 上 げ ら れ 
獄中 に ある 。 
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デ ッ チ 上 げ の 経過 


1975% 6 25H. 2ADFBIE 
BEDS カウ ポー イ 還 デー ツ の 紛 次 


事件 を 口実 に サウ ス ・ ダ コタ 州 の パ 


イン リッ ジ 居 留 地 に 侵入 し た 。 こ の 
行為 は 、 当 然 の ご と く 住 民 の 反発 を 
受け た 。 そ し て 、 何 百人 も の 準 正規 


車 装備 を し た FB I 捜査 官 、 保 安 官 


と の 銃撃 戦 に まで 発展 する の で あっ 
た 。 こ の 過程 で 、 双 方 に 死者 が 出 た 。 
も ちろ ん 、 FB 1 は イシ ディ ャ アシ の 
死者 に つい て は 、 ま と も な 対応 を せ 
cE 居留 地 を 荒 ら し まわ っ た 。 

RS BAU Yel TISFA 
プロ 計画 」 と いう 抵抗 運動 抹殺 計画 
が 推進 され て いた 。 と り わ け 、A I 
M や ブラ ッ ク ・ パ ン サ ー の 活動 家 は 
「 非 合法 」 に 抹殺 され た り 、 デ ッ チ 
上 げ で 逮 捕 さ れ 長 期 投 獄 さ れる と い 
う 状況 で あっ た 。 (も ちろ ん 現状 は 
今 も 変わ っ て いな い が ) 危険 を 感じ 
た ベル ティ ア は カナ タダ に 逃れ て いた 
と ころ を 不当 逮捕 され 、 起 訴 さ れ た 
わけ で ある 。 

FB I 側 は 目撃 者 へ の 圧力 、 億 証 、 
証拠 の 隠滅 を 駆使 し 、 裁判 所 は 彼 に 
終身 刑 を 言い 渡し た 。 続く 上 告 審 に 
お いて は 、 そ うし た F B I 側 の 実態 
が 次 々 と 明らか に され て いっ た の だ 
が 、 結 局 再 審 は 却下 され て し まっ た 。 


そし SC レキ ナド oo ペル ディ イア は 、 
今 に い た る まで 17 年 間 獄 中 に 捕 ら わ 
れ て いる の で ある 。 


TEER E] 


アメ リカ 全土 で 組織 され て いる 救 
援 委員 会 は 、 今 年 こそ 彼 の 釈放 を 勝 
ち 取 る 年 に し よう と 、 精 力 的 な 活動 
を 続け て いる 。 我々 えも これ に 呼応 し 
T, HE RMSE ERT 2 AAEE) 
を 展開 し て いる 。 本紙 に 署名 用 紙 を 
つり CUD3 の 0 で aOR LCL 
Ny 

また アメ リカ の 救援 委員 会 で は 、 
1 月 21 日 か ら 12 月 24 日 まで 、 ク リン 
トン 大 統領 へ 抗議 ハガキ や FAX を 


送る こと を 呼び か け て いる 。 


丈 面 は 、 以 下 の 通り 。 

Tl demand and support the 
request of Leonard Peltier be 
granted executive clemency and 
immediately released from prisonJ 

送り 先 

President Bill Clinton 
The White House 
1600 Pennsylvania Ave 
Washington, DC 20500, U.S.A. 
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道庁 爆破 事件 と は 


10163 H 2A, THR EY 
侵略 の 中 枢 機 関 で ある 、 北 海道 庁 が 
爆破 され た 。 日 本 国家 は 、 現 在 、 北 


海道 と 呼ば れる アイ ヌ の 人 々 の 大 地 、 


すなわち アイ ヌ ・ モ シリ を 侵略 し 続 
け 、 最 終 的 に は 併合 し た 。 百 年 ちょ 
っ と 前 の こと で ある 。 も と も と 北海 


道 は 、「 日 本 の 領土 」 で は な か っ た 。 


それ を 力ずく で 医 っ た わけ で ある 。 
北海 道 開拓 と 称し て 、 ア イヌ の 土 
地 を 取り 上 げ 、 言 語 や 文化 を 破壊 し 
民族 その も の を 抹殺 し よう と する 政 
府 と 開拓 者 た ち 。 そ うし た アイ ヌ ・ 
モ シ リ 破壊 の 推進 機関 が 北海 道庁 な 
DIE; 

世界 中 の どこ を 見 た っ て 、 侵 略 に 
対す る 抵抗 は 正当 な 行為 で あり 、 侵 
略 の 中 枢 機 関 が 攻撃 さ れる の は 当然 
あり うる こと な の だ 。 日 本 は 侵略 に 
よっ て 出来 た 国 な の で あり 、 そ の 中 
で 民族 解放 闘争 が 行わ れる の は 当 た 
り 前 だ 。 ア イヌ ・ モ シリ 侵略 の 機関 
で ある 道庁 の 爆破 は 、 そ うい っ た 意 
味 に お いて 正当 な 闘い で あっ た 。 


許せ な い デ ッ チ 上 げ 


連続 的 に 侵略 企業 を 爆破 し て いた 
東 ア ジア 反日 武装 戦線 の メン バー を 
退 捕 し て 安 増し た の も 束の間 、 道 警 
爆破 、 大 阪 三 井 物 産 爆 破 と 闘い が 続 
く な か で 、 道 庁 の 爆破 が 起こ っ た の 
で ある 。 北海 道 警察 は 自分 の と ころ 


を 爆破 され た うえ に 、 つ づい て すぐ 
近く の 道庁 まで 爆破 され た わけ で あ 
り 、 面 目 丸 潰れ と な っ て し まっ た 。 
そし て 彼ら は 、 反 日 の 闘い を 指向 
し て いた 大 森勝 久 さ ん に 目 を つけ た 
DIF CHA. WES EER 
を 感じ た 大 森 さ ん は 、 北 海道 を 離れ 
る 直前 に 令状 も な い の に 逮捕 され た 。 
証拠 と され た も の は 、 豆 電球 や 乾 


_ 電池 (懐中 電灯 に つい た まま の ) な 


ど 誰 で も が も っ て いて 不思議 で は な 
いも の ば か り で あっ た 。 そ し て 、 爆 
弾 の 材料 で ある 除草 剤 等 が 発見 され 
な か っ た の は 、 す で に 使っ て し まっ 
だ が ら ね が ど と され た の で ある 。 この 
よう な 強引 な デ ッ チ 上 げ で 大 森 さ ん 
SBA E SNORE, 

裁判 所 も 、 大 森 さ ん が 「 反 日 亡国 」 
の 闘い を 指向 し て いる こと を も っ て 、 
検索 以上 の デ ッ チ 上 げ を 自ら 行い 、 
死刑 判決 を 出し た 。 HERE CHICO 
結果 は 同 じ で あ つづ Jag 


告 審 闘争 の 勝利 を | 


最高 裁判 所 は 、 上 告 審 の 口頭 弁論 
期日 を 来年 6 月 6 日 に 指定 し て きた 。 
この 裁判 を 一 貫 し て 支え て きた 支 
援 グ ルー プ 「 森 を 守る 会 」 は 、 補充 
書 の 提出 等 ね ば り 強 い 闘 い を 続け て 
きた が 、 と うと う 期 日 指定 が な され 
た わけ で ある 。 通常 、 口 頭 弁 論 が 行 
われ る と 実質 的 に 審議 は 終わ り 、 判 
決 に まで 突き 進む こと と な る 。 

不当 な 判決 を くつ が えす た め に 、 
様々 な 努力 が な され て きた わけ で あ 
る が 、 最 高裁 は それら を 踏み に じ り の 
今回 の 決定 を 出し た 。 口頭 弁論 に は 、 
「 被 告 」 で ある 大 森 さ ん は 出廷 出来 






な い 。 何ら 目 分 の 想い を ぶつ ける こ 
と も 許 ぎ きれ な い の だ 。 CORIRA 
当 な 裁判 を 決し て 許し て は な ら な い 。 
「 森 を 守る 会 」 で は 、 上 告 審 闘争 
の 勝利 に 向け た 大 衆 的 な 闘い の う ね 
り を 作り 出す た め に 、 6 月 6 HOO 
頭 弁 諭 を ひっ くり 返す と いう 想い で 、 
さる 9 月 9 日 に 集会 を 開い た 。 こ の 
中 で 、 最 高裁 に 圧力 を か け て 無罪 獲 
得 を 勝ち 取る た め 、 要 望 書 を 作っ て 
多く の 署名 を 集め る こと が 提起 され 
た 。 こ の 要望 書 の 内 容 は 以下 の と お 
り で ある 。 
一 、 死 刑 判決 を 破棄 し 、 即 時 、 無 
非 の 決定 を 出せ 
一 、 口 頭 弁 論 期 日 を 十分 に と り 、 
審理 を つく せ 
一 、 大 森勝 久 さ ん を 口頭 弁論 期日 
に 出廷 させ 、 陳 述 の 機会 を 与え 
J 
多く の 仲間 た ち が こ の 署名 運動 に 
協力 し 、 死 刑 判決 を くつ が えす 闘い 
を と も に 担っ て ほし い 。 
また 来年 6 月 6 日 の 口頭 弁論 の 日 
に は 、 最 高 蔵 へ 総 結集 し 、 怒 り の 声 
を 中 きつ け で いこ う で ほな い が 。 
6 月 6 日 、 最高 裁 に 死 の 旗 『 黒 旗 』 
を 衝 ち で よ まう! リィ 


この 裁判 の 詳細 に つい て 分 か り 易 
く 説明 する パン フレ ッ ト 「 や っ て な 
い 俺 を 目撃 で きる か 」 が あり ます 。 
CDON IP yy PORE AGS = 7: 
裁判 に つい て の 詳細 は 、 

東京 都 上 野 郵便 局 私 書 箱 143 号 
| HE ee まで 

ARP で も 取り 扱っ て いま す 。 


定期 購読 料 値上げ の お 知ら せ 


郵 尽 省 は 、 来 年 か ら の 郵便 料金 の 値上げ を 決定 し まし た 。 封書 が 62 


から 60 円 へ と 大 幅 な 値上げ で す 。 値上げ に 抗議 する 意志 は 堅い の で 
す が 、 し か し 。 と いう わけ で 、 来 年 か ら 本 紙 の 定期 購読 料 を 10 号 分 30 
00 円 ささ せ て いた だ きま す 。 ご めん な さい 。 郵政 省 へ 抗議 の 声 を ! 
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ドイ ツ ・ 


天皇 アキ ヒト 、 皇 后 ミ チコ は 9 月 3 日 か ら 19 日 に か け て の 1 日間 、 ベ ルギー、 
ドイ ツ な ど を ヨー ロッ パ 諸 国 を 「 巡 行 」 し た 。 羽田 空港 で は 多く の 市 
民団 体 の 抗議 を うけ つつ 飛び た っ た が 、 ヨ ー ロ ッ パ に お いて 天皇 に 対し て 抗議 闘 


(ea ee 


SOMVUBENKCEMEASNTWUE, 


アキ ヒト 、 ミ チコ が ドイ ツ ・ ベ ルリ ン を 訪問 し た 9 月 15 日 、 こ れ に 抗議 する 天 
「 テ ン ノ ー、 カ エレ !」 の シュ プレ ヒコ ー ル が 紅き わ 


旦 訪 独 幸 弾 行動 が 闘わ れ 、 
oo Te. 


AIRC KS 


ACERA 





この 抗議 闘 省 は 。 アウ トブ サー メ や 
反 フ ァ ン スズ スム ANTIFA 運 動 グ ゲル 
SIT OT EEA PISS CMA 
前 か ら 準 備 さ れ 、 ア ジア 人 2000 万 人 
虐殺 、 侵 略 で 血 ぬ られ た 皇室 と 、 そ 
の 過去 に 居 直 る 日 本 国家 を 紺 弾 する 
呼び か け 文 が 作成 され 、 ベ ルリ ン ・ 
アウ ト ソ ゴー ダ 情報 誌 イ オシ テリ 攻 に 掲 
載 さ れ た 。 

ベル リン で は 、 お りか ら 3 日 間 に 
わた っ て 従軍 慰安 婦 間 題 で 国際 会 議 
が お こ な わ れ て お り 、 多 く の ド イツ 
在住 日 本 人 、 韓 国 ・ 朝 鮮 人 ら が 参加 
し 、 日 本 の 戦争 責任 と 「 戦 後 」 が 告 
発 さ れ て いた 。 こ の 国際 会 議 は マス 
コミ など で 大 きさく 報 セ られ て いた こ 
と も あり 、 大 旦 訪 独 抗議 闘争 に も 多 


く の 市 民 の 関心 が 当初 か ら 寄 せら れ 
で て いた 。 天 0 ン 証 仁宗 当局 ほこ 
の 闘い を 封殺 せん と し 、 機 動 隊 を 部 
隊 配 置 、 天 旦 訪問 予定 地 と な っ た フ 
ン ボ ルト 大 学 や 周辺 の ウン ター・ デ 
ン ・ リ ン デ ン 付 近 は 警備 車両 で 埋め 
2 され た 。 


[テン ノー、 カエ し / | の 


シン シュ ブ レヒ コー ル 


行動 の 呼び か け に 応え て 、 当 日 は 
アワ ウト ノー メ 、ANTIEA グ ルー 
プ 、 ア ナ キ スト の みな ら ず ドイ ツ に 
暮らす 韓国 ・ 朝 鮮 人 、 中 国人 ら 多 数 
が 結集 し た 。 午後 6 時 半 ご ろ 、 天皇 
アキ ヒト は 、 ベ ルリ ン 市 警察 当局 の 
防衛 の も と 、 ベ ルリ ン 市 官僚 や 日 本 
人 送迎 団 ら の 歓迎 を うけ な が ら フ ン 
ボル トト 大 学 に 到着 も た 。 で こ へ 「 ア 
キ ヒ ト 訪 独 紅 弾 ! RIG ROR ME 








「 天 皇 訪 独 紅 弾 ! 」 横 断 暮 を 拡げ て 怒り の シュ プレ ヒコ ー ル 失 裂 | 


(5) [998.1295 





算 を 許さ な い ! 」 と 日 本 語 の 横断 幕 
が ひろ げ ら れ た 。 和 皇室 の シン ボル で 
ある 菊 マ ー ク を こぶ し で ブッ 潰し て 
いる 絵 も 大 描き され て お り 、「 テ ン 
ノー、 カ エレ ! 」 と 日 本 語 シ ュ プ レ 
ゴー ル も 自 き わた っ た 。 

ドイ ツ と 同じ 「 敗 戦国 」 日 本 、 そ 
の 戦後 と っ て きた 立場 や 現在 の 「 外 
国人 排 大 問題 」 と ファ シズ ム 台 頭 の 
中 に あっ て 、 日 独 両国 家 の 言 う 「 友 
好 」 と は 、 フ ァ シ ズム 同盟 の 再来 で 
ある こと が 訴え られ 、 再 び 侵 略 に 向 
け て 突き 進む 両国 家 に 対す る 怒り の 
シュ プレ ヒコ ー ル は アキ ヒト 、 ミ チ 
コ だ け で な く 天 皇 を 出迎え た 日 本 大 
使 館 職 員 、 駐 ドイ ツ 企 業 財界 関係 者 
ら に も 激しく 叩き つけ られ た 。 


闘い を 抹殺 Ure 


VA 


日 本 か ら は 多く の 記者 団 が 同行 取 
材 し て いた に も か か わら ず 、 こ の 闘 
い を 報じ た 報道 機関 は ほ は と ん ど な い 。 

別 の 訪問 地 イ タリ ア で は 天皇 警備 
の 影響 で ロー マ 市 内 の 交通 は マヒ し 、 
市 民 の 生活 に 影響 が で る な ども し て 
いる 。 「 美 智子 皇后 、 ピ アノ 飛び 入 
り 演奏 」 な ど と タレ 流さ れ た 「 美 し 
い 」 話 題 の か げに 、 事 実は 覆い か く 
され 、 そ し て 世論 は 誘導 され て いく 。 

国境 を 越え た 闘い を 通じ て 、 こ れ 
ら の 状況 に 風穴 を あけ 、 ア ジア 再 侵 
略 を も くろ む 日 本 国家 、 再 び ヨ ー ロ 
ッ パ の 盟主 と し て 君臨 せん と する ド 
イツ 国家 を 撃ち 、 差 別 排外 主義 と 対 
決し て いこ う で は な いか 。 * 





ギリ シャ ・ ア ナ キ スト 


ギリ シャ で は 2 3 月 に か け て 高 
校 、 大 学生 に よる 大 規模 な バリ ケー 
ドス トラ イキ 闘争 が 闘い 抜か れ た 。 

教育 費 を 一 方 的 に 削減 せん と する 
政府 に 対し 、 学 生 の 怒り が 爆発 し た 
の だ 。 

2 月 8 日 、 ギ リ シ ャ 全 土 600 ヶ 所 
の 高校 、 大 学 で 学生 が 一 斉 に 学校 施 
設 を 占拠 し 、 闘 い は 始ま っ た 。 翌々 
日 に は 了 アテ ネ の イリ オウ ポリ 高校 で 
学内 か ら 運 び 出 され た 机 、 イ ス な ど 
で 周辺 の 路上 に バリ ケー ド が 築 か れ 
る な ど し て 、 運 動 は 拡大 し て いく 。 

12 日 に は デモ が 呼び か けら れ パ ト 
レグ 雪 みみ 、 ケ ゲル キラ な どか 選 学 
生 部 隊 が アテ ネ に 次 々 と 結集 し 1000 
人 以上 に ふく れ あ が っ た 。 デ モ で は 
「 教 育 財 政 削減 政策 粉砕 ! 」 「 フ ァ 
シス ト 、 カ ラン ボカ 紐 弾 ! 」 の 声 が 
こん だ 。 (90 年 11 月 一 91 年 2 月 に か 
け て 闘い 抜か れ た 全国 学校 占拠 闘争 
を 学生 と と も に 闘っ た 教員 、 ニ コス 

・ テ ム ポ ネ ラ ス を 射殺 し た の が カラ 
ン ボ カ で ある ) 


戦闘 的 克 





戦闘 的 アナ キス ト 学 生 ら は アテ ネ 
の 大 通り で 遊撃 戦 を 展開 、 反 動 的 テ 
レビ 局 と し て 悪名 高い 「 テ レシ ティ 」 
の 中 継 車 両 に は 火炎 攻撃 が 加え られ 
た 。 ま た 、 お りか ら 試 験 中 で あっ た 
アテ ネ 工 科大 学 に は アナ キス ト 戦 闘 
部 隊 が 突入 、 占 拠 し て いる 。 こ の 他 


バス を 投石 で も っ て 攻撃 し 、3 台 が 


大 破 。 (ギリ シャ で は 公営 バス が 民 
滞 化 され た 際 、 労 働 者 が 大 量 解雇 さ 
れ た 経緯 か ら 、 バ ス は 権力 と 資本 に 
よる 首切り の 象徴 と な っ て お り 、 デ 
モ 、 暴 動 で は 必ず 攻撃 対象 と な っ て 
いる 。) アナ キス ト 学 生 部 隊 は 構内 
か ら 机 や ロッ カー な ど を 持ち 出し て 


街頭 に バリ ケー ド を 構築 。 
鎮圧 に の り だ し た が アナ キス ト は ひ 
る むこ と な く 戦 闘 を 継続 し 、 保 守 系 
テレ ビ 局 「 ス カイ チャ ン ネ ル 」 中 継 
車 数 台 が 火炎 ビン 攻撃 で 次 々 と 炎上 
UCl\> 726 > HBL! eee Kee 
当局 は 機動 隊 に 退去 を 要請 、 バ リ ケ 
ー ド 戦は 勝利 し た 。 





9 日 後 、 な お も 続く 学校 占拠 に 対 
し 「 占 拠 を や め な けれ ば 、 夏 休み は 
ナシ だ 」 な ど と 教育 省 が 発表 し た が 
これ は 学生 の さら な る 怒り を 買う も 
の で し か な か っ た 。 3 月 9 日 に な っ 
て 占拠 闘争 は 一 定 の 成果 を 収め て 終 
了 し た 。 こ の 後 ア テ ネ の 高校 生 6 人 
が 「 長 髪 」 を 理由 に 退学 処 分 を うけ 
た の を 始め と し て 、 各 地 で 強制 退学 
処分 者 が 続出 。 闘争 の 中 心 メ ン バ ー 
ば か り に 処分 が 集中 し て いる こと か 
ら 「 長 毅 」 が 弾圧 の 口実 な の は 明 ら 
か で あ E. だ 

9 日 に は 先 の カラ ン ボ カ に 終身 刑 
の 判決 が 下さ れ た が 、 他 の 共犯 者 に 
は 「 禁 固 3 カ 月 また は 9 万 ドラ クマ 
( 約 6 万 円 ) の 罰金 」 が 言い 渡さ れ 
た の み で あっ た 。 


機動 隊 が 


Teas he ys 









占拠 闘争 と 軸 を 一 つ に する 形 で 3 
月 8 日 「 国 際 婦 人 デー」 が アナ キス 
ト に よっ て 闘い 抜か れ た 。 ア テ ネ 、 
シリ シオ 通り に ある ポル ノ 映画 館 ア 
ン テ ィ ネ ア に は 50 人 の アナ キス EB 
隊 が 突入 、 い あわ せ た 観 客 約 30 名 を 
館 外 に 引き ずり 出し 映画 館 の 看板 、 
ポス ター を ズタズタ に 引き 裂き 、 黒 
旗 と 横断 幕 を 掲げ て 反 ポ ル ノ グ ラフ 

ー、 反 性 差別 を 訴え 、 独 目 に 「 テ 
Leclair A を 実 放 上 映し た 。 
Æ STATE VIOLENCE STATE CONTROL 
— DISCHARGE 


警棒 を 携え て ずら っ と 立ち 並び 
銃 や 警棒 を ふり か ざす 
















国家 支配 国家 支配 
こい つが 国家 支配 な ん だ 










閉鎖 され た ドア の 隠 で 襲わ れ 
あ は ばら 肖 を 砕 か れ 打ち の め さ れ た 
血まみれ の 口 脳天 を な ぐり 砕 か れ 
口 の 中 は 血 だ ら け 
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ANARCHY in JAPAN 
1993 Sep~Oct 


*% 1. AUG / Tokyo 


Rockabilly Rock n Rollers 
who dance and _ twist on the 
Street around Yoyogi Park on 
Sundays, confronted with Iranian 
workers, and citizen "group 
Inoken who works for human 
rights. Rock ’n’ Rollers have 
Shown up violently chanting 
"Troublemaking Iranians must 
go home!”. 

2 members from Inoken have 
been brutaly arrested by 
mobilized riot police who came 
to “prevent citizens confrontat- 
ions’. Consequently, series of 
house research were made by 
police due to that day arrests. 

An Iranian who happned to be 
at Inoken office, was caught 


and deported as "illegal staying’. 


* 6. AUG / Hiroshima 


Anarchists, anti-militalists 
and anti-authoritarian have 
gathered for “8.6 HIROSHIMA 
MEETING” which is held every 
6th August the day atomic bomb 
was dropped. The meeting is 
organized by “anti-war, anti- 
State meeting executive committ- 
ee’. Also a rally has been made. 


* 10. AUG 5. SEP / Tokyo 


An exebition in memory of 
Osugi Sakae 70th year of his 
death. He was one of the most 
famous anarchist in Japan, and 
was murdered by military police, 
1923. Many photos, materials and 
drawings were displayed at the 
hall. The total number of atten- 


(8) 1993.12.15 


dance counted 2000 showed he 
Still highly fascinates many 
people. 


X 9. SEP / Tokyo 


A meeting demanding release 
for Katuhisa Omori was organized 
by Omori Defense Group. Omori 
was fabricately arrested and is 
accused of bomb attack against 
Hokkaido Pref hall, 1976. He has 
been taken in custody for about 
15 years. He was sentenced to 
death in the first and second 
trial. The judge has notified 
the limit of oral proceedings 
for the last instance which 


Should be made up to 6, June ’ 94. 


Omori Defense Group calls for a 
Petition. Actions will be organ- 
ised next June against the 
Supreme Court. 


% 23. SEP / Tokyo 


Riot cops was mobilized to 
arrest "illegal staying” foreig- 
ners, mainly Iranians. 22 were 
arrested being accused of “Dos- 
session of fake made telephone 
cards and dealing drugs”. 

65 were caught as "Oover- 
staying’, and deported 

immediately. 

(photos; see page l, 2, 3) 

SMASH RASIST SCUM! ! 

FIGHT THE POWER! ! 
A ANARCHY GOES ON!! x 

All articles are allowed to 

be reprinted among comrades. 


Newsletter 
rom Revolutionary Anarchists 



















A.R.P 


P.O.BOX 57 
Sakyo, Kyoto 
606, JAPAN 


ATTENTION !! 





ANARCHY IN JAPAN VIDEO AND 
ANARCHIST CALENDER °’ 94 WILL 


COME SOON!!! 
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